
ま え が き

本書の完成にあたっては、まず優れた恩師の名古屋大学文学研究科の嶋田義仁
先生に感謝を申し上げたい。

6 年間（2002 ～ 2008）の留学生活の中、嶋田先生の驥尾に付して、先生の厳
正な学風に触れ、多くの点で啓発を蒙る恩典に浴した。嶋田先生は、日ごろか
ら、筆者を暖かく見守り、本書の執筆段階で勇気を与え、倦まずたゆまず原稿を
くり返し読んでくださった。本書の各章に対して厳しくかつ的確なコメントをし
てくださったのも、嶋田先生であった。そして、嶋田先生が筆者の処女論文から
博士論文まで、日本語の表現や文法を丁寧に修正してくださった。それが先生の
多くの貴い時間を費やした。そのことによく不安を抱えていた。学問の道で筆者
のほんの少しの進歩は嶋田先生の心血を含んでいる。

嶋田先生の他人の世話を煩わしく思われない広大な度量や精神的なご支援に
よって、筆者は学業を続けることができた。このような優れた恩師のお世話がな
ければ、筆者が今どこにいるか分からない。嶋田先生に対する感謝の気持ちは、
筆舌で尽くしがたいものがあるが、この場を借りて、重ねて表したい。

さらに、名古屋大学文学研究科比較人文学講座の教授陣の和崎春日先生、阿部
泰郎先生、佐々木重洋先生から多くの点でご指導や貴重なご助言をいただき、た
いへん勉強になり、筆者の視野を広げた。本書の草稿段階で、千葉大学の児玉香
菜子先生に原稿を読んでいただき、貴重なコメントをいただいた。

いつも比較人文講座の先輩や後輩の方々から暖かい応援をいただいた。特に、
博士論文の修正段階で、ご協力をしてくださった島本みどり氏、川田桂氏、高村
美也子氏、中村亮氏、木村葉子氏、佐藤純子氏、松平勇二氏、中村節子氏などの
方々にお礼を申し上げたい。

本書に不可欠なフィールドワークを遂行するにあたって、富士ゼロックス小林
節太郎記念基金（2004 年度）、日本科学協会（笹川財団）研究助成（2006 年度）、
大阪経済法科大学アジア研究所若手サポートプログラム（2006 年度）の資金面
のご援助をいただいた。深く感謝する次第である。また、入学以来、授業料を免
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除してくださった名古屋大学学長にお礼を申し上げたい。
また、2002 年初めの調査にあたって、調査地の斡旋およびお世話をして下

さった遼寧省民族研究所の何暁芳副所長、新賓満州族自治県誌弁公室の曹文奇先
生をはじめとする方々に、感謝したい。吉林省の調査地の斡旋の富育光先生や孫
運来先生、郭淑雲先生などの諸先生に多大のご協力をいただいた。特に、調査
地の王文波、関建華シャーマン、関雲徳氏族長は、食住を提供してくださっただ
けではなく、筆者を方々へ案内し、多くの資料や情報を紹介してくださった。ま
た、吉林省民族研究所の富育光先生、上海社会科学院の王宏剛先生からの貴重な
コメントをいただいた。日本宗教学会や「宗教と社会」学会で、窪田忠先生、池
上良正先生、長谷部八郎先生、華立先生、玄善允先生、塩月亮子先生などの先生
方からもたくさんのアドバイスをいただいた。

上記の方々ひとりひとりに多大なるご指導やご支援をあらためて厚くお礼を
申し上げたい。

さらにずっと支持をしてくれた夫に感謝したい。
「千里の行も足元に始まる」というのは、筆者の座右の銘である。今後、「学問

は一生のこと」という筆者を学問の道に連れていった嶋田恩師からの教えを心に
銘記し、研究を発展させていきたい。これが応援をしてくださった方々への恩返
しではないかと考える。

しかし、言うまでもなく、本書の主張に対する責めはすべて筆者が負うもので
ある。

最後に、本書の出版は 2014 年広東省創新強校日本語総合改革試点プロジェク
トのご援助をいただいた。改めてお礼を申し上げたい。

2016 年 5 月吉日
筆者　湛江にて



現代満州族シャーマニズムに関する文化人類学的研究
─ シャーマンの神話 ･ 成巫過程 ･ 儀礼を中心として ─
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